
  

  

マイナンバー制度運用に向けた取組み 

 
 
  

厳しい寒さが続いていますが、暦の上 
では春を迎えます。節分には元気よく豆 
をまいて大いに福を呼び込みたいもので 
す。全国的にインフルエンザやノロウイ 
ルスの感染者がたいへん多く見られます。 
皆様には、うがい手洗いを励行し、くれ

ぐれも体調を崩すことのないよう十分にお気をつけ
いただきたいと思います。 
このたび、総務省の｢ふるさとづくり大賞｣におい

て、三島市が地方自治体表彰（総務大臣賞）を受賞
しました。ふるさとづくりへの情熱や想いを高めて
豊かで活力ある地域社会の構築し、「ふるさと」をよ
り良くしようと頑張る団体として全国の 5 つの自治
体のひとつに選ばれました。「スマートウエルネス」
「ガーデンシティ」「みしまびとプロジェクト」など
市民の皆様との協働によるまちづくりが高く評価さ
れたことをうれしく思うとともに、皆様のご尽力に
心から感謝いたします。 
１月末には三島駅南口西街区における広域観光交

流拠点整備事業についての東急電鉄㈱・東急ホテル
ズ・三島市土地開発公社・三島市の４者による基本
協定書の締結が行われ、三島市周辺グランドデザイ
ンに定める「広域観光の推進とガーデンシティのま
ちづくり」が動き始めました。２０２０年東京オリ
ンピック・パラリンピックを見据えて、地域と連携
した活気ある駅前空間の創出や全国への情報発信に
期待しています。 

             三島市長 豊岡 武士 

 

  昨年１月から社会保障・税・災害対策の分野で利用が開始された 

マイナンバー制度。平成 29 年７月から始まる国・地方自治体等との 

情報連携およびマイナンバー制度の個人向けサイト「マイナポータ 

ル」の本格開始に向けて、昨年 11 月より全国で総合運用テストが実 

施されています。三島市では全国に先行して、平成２８年１０月に 

伊豆の国市との間で介護保険事務において１回目のテストを実施し 

ました。１月２５日から実施している２回目のテストでは、さらに 

対象とする自治体を広げて総合運用テストを実施するなど、7月か 

らの運用開始に支障が出ないよう、万全を喫しています。 

 交付が始まっているマイナンバーカードについては、すでに「マ 

イナポータル」でのマイナンバーカードを利用したサービスの導入 

が予定されており、今後は行政機関だけでなく民間企業へも利用範 

囲の拡大が予想されることから、マイナンバーカード普及の一環と 

して市役所玄関前にカードの申請機能を備えた証明写真機を設置す 

るとともに普及のための広報啓発活動にも取り組んでまいります。 

 1.情報連携に向けた総合運用テストの実施 

  ①実施期間：平成 29 年 1 月 25 日(水)～2 月 28 日(火) 

  ②対象団体：伊豆の国市、伊豆市、下田市、静岡県 

  ③内 容 ：情報ネットワークを利用した情報連携テスト 

マイナポータル運用に向けた運用テスト 

 2.証明写真機の設置 

  ①設置時期：平成 29 年 2 月 1 日(水)午前 9時 30 分から利用可能 

  ②設置場所：三島市役所正面玄関（屋外） 

  ③利用料金：普通プリント 800 円、美肌仕上げ 1000 円 

  ④その他 ：顔写真の撮影から申請までの手続が一度に出来ます 

 ※マイナポータルとは（利用にはマイナンバーカードが必要です） 

  マイナンバー制度の個人向けサイト。7月以降、行政機関による 

マイナンバー情報の利用履歴を自ら閲覧したり、児童手当等の手 

続といったサービスがオンラインで行えるようになります。 

豊岡たけし後援会だより  ２月号 



 
 
 
 
 

◇郷土資料館企画展 

「三四呂人形 ～これまでとこれから～」 
 三四呂人形とは、昭和初期の三島出身の人形作家 

野口三四郎の手による紙の張子の人形です。子供や 

家族をテーマにした素朴でやわらかな印象の人形が 

多く、当時たいへん高い評価を受けましたが、三四 

郎が 35 歳という若さで亡くなったこともあり、現存 

する作品は多くありません。今回は、三島商工会議所による最新の 

３Ｄデータ化技術を使った複製品づくりもパネルで紹介します。 

と き：２月４日(日)～５月２８日(日) 午前 9時～午後 4時 30 分 

  ところ：三島市郷土資料館・企画展示室（楽寿園内） ※月曜休館 

  入館料：無料（ただし、楽寿園入園料あり 15 歳以上 300 円） 

◇三島宿｢地口行灯｣と開運初午ツアー  
街中を歩きながら三島の文化や歴史に触れ、商店街の魅力を知っ 

ていただく、二つのイベントが開催されます。 

行灯の明かりに彩られた「地口行灯」は、冬の三島の風物詩として 

定着し、今年も全国から応募の 1000 作品以上の中から選ばれた 170 

の個性豊かな作品が描かれます。普段はあまり商店街を訪れる機会 

のない方も是非、江戸庶民文化であるユーモアあふれる言葉遊び 

「地口」と行灯の幻想的な雰囲気をお楽しみください。 

○三島宿「地口行灯」（行灯の点灯は 17：30 から） 

と き：２月９日(木)～１４日(火) 10 時 30 分～20 時 30 分 

ところ：大通り商店街(三石神社～中央町)、三石神社境内 

○新春開運初午ツアー 

と き：２月１２日(日) 午前 10 時～10 時 40 分 受付(順次出発) 

ところ：三嶋大社 鳥居前（無料・申し込み不要 先着 200 名） 

※街なかお稲荷さん、田中医院新庭園見学、1890 年代に制作されたオ

ルゴールの鑑賞、左甚五郎作大黒像の見学、開運絵馬のプレゼント、 

合格祈願のお札、お楽しみ抽選会 など。 

 

 

 
 

 

 ◇「ＡＭＯＲＥ ＭＩＳＨＩＭＡ！」の開催 
三島にある豊かな食材を知り味わってもらうイベント｢ＡＭＯ 

ＲＥ ＭＩＳＨＩＭＡ（アモーレ・ミシマ）」を開催します。 

昨年開催された「食の祭典」ミラノ万博を参考にイタリアのス 

ローフードやスローリビングの考えを取り入れ、地域独特の食 

材・料理を守り育てながら三島での暮らしの愉しみ方を知ってい 

ただき大人が楽しめる街「三島」を満喫できるイベントです。 

と き：２月１１日(土)、１２日（日） 

ところ：楽寿園、大社の杜みしま、各飲食店 他 

※ レベレが高いと評判の三島の料理人による料理をゆっくりと 
時間をかけて楽しむ企画 

※ イタリア人によるスローフードをテーマとした三島産の野菜 
を使ったイタリア料理教室はじめ、様々な体験イベント 

   ※ スローフードウィーク 2 月 6 日(月)～12 日(日)は、市内の 

各参加店舗、参加施設でも開催 

◇みしま健幸大学 特別講座 
～箱根駅伝 3 連覇達成の名将が三島にやってくる！～ 

  「青山学院大学陸上競技部監督・原晋氏による講演会」 

   箱根駅伝で青学を 3年連続で優勝に導いた名将・原監督が「目標 

を達成するサンキュー大作戦」をテーマに、人間教育やビジネス 

にも役立つ指導法、大会の裏話などを熱く語ります。 

と き：２月２３日 (木) １９時～２０時３０分 

ところ：三島市民文化会館 大ホール 

参 加：1,000 人（応募多数の場合、抽選） 無料 

申込み：みしま健幸大学事務局 電話 963-7800  

   

 トピックス みしま 

三島市長             〒411-0035 三島市大宮町 2-14-20 

豊岡たけし後援会事務所 TEL 055-976-2160 FAX 055-976-2159 

E-mail：toyotake@mail.wbs.ne.jp 

ホームページ http://www.toyooka-takeshi.jp/ 
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